
前橋足門線

口
蒼海(95)



① 元総社蒼海(91)仏像が見つかった住居跡
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② 上野国府調査元総社小学校校庭

昨年度に続き元総社小学校

の校庭を発掘しました。

校庭の北側あたりを発掘し

たところ、奈良時代頃に建て

られた建物の跡と、同じ頃に

掘られたと考えられる溝が見

っかりました。

この建物の跡は、役所か身

分の高い人物の館の跡ではな

いかと考えられます。

今年度は、前橋市南西部の元総社町や川曲町、南部の亀里町ほか、北部の五代町

などで発掘調査を行いました。調査によって縄文時代の集落や、奈良時代から平

安時代にかけての群馬県の中山地域の様相、また古墳時代初頭の水田開発を行っ

た人々の生活の一端をうかがい知ることができました。

③ 五代深堀 1.遺跡NO.2
赤城山の麓の緩やかな傾

斜地に営まれた、環状に住

居や土坑 (どこう :地面に

掘った穴)が並ぶ縄文時代中

頃の集落跡です。住居や土

坑からは、いろいろな文様を

持った土器が、たくさん見っ

かりました。

赤城 山

平安時代の井戸から大

量の土器が見つかりまし

た。一つの井戸に、おわ

んなどがまとまって埋め

られ、割れていないもの

も多くありました。宴会

で使ったものを捨てたの

かもしれません。

① 元総社蒼海(95) 大量の土器

奈良時代頃と考えられる 2棟

の大型建物の柱の穴が見っか

りました。掘立柱建物 (ほっ

たてばしらたてもの)と呼ば

れ、この時代では、役所やお

寺など特別な建物と考えられ

ています。

四角く並んだ柱の列が重

なっているのは、建物があっ

た時期が異なるためです。

平成 26年度 埋蔵文化財発掘調査一覧

遺跡名 所在地 主な時代

①元総社蒼海遺跡群 元総社町 ・総社町総社 縄文・古墳 ・奈良 ・平安時代、中世

②推定上野国府跡
もと量』そ，.生乙うb、じゃまち

古墳・奈良 ・平安時代、中世元社町

③五ごだ代い深ふか堀{ぎりI 遺いせ跡きNo. 2 ごだいまち
橋支.桑良.半妥結長五代町

④南部拠点地区遺跡群NO.10・11 鶴光路町、亀里町、新堀町 古墳・平安時代

⑤か川わま曲がり地じぞ蔵うま前え遺いせ跡きNO.3 
川曲町 平安時代、 中世

④ 南部拠点遺跡群NO.11 前橋市南部に広がる平坦な

水田地帯は、古墳時代の初め

から水田がつくられてきまし

た。小川に沿って点々と見つ

かった住居は、周りを溝で囲わ

れていました。古墳時代の初

め頃に低地に建てられた住居

の特徴です。この地域で最初

に水田開発を行った人たちは、

この住居で暮らしていました。

⑤)11曲地蔵前遺跡NO.3

平安時代の初めに掘られたと

思われる水路の跡 (川曲大溝)

で、幅4m、深さ 2mあります。

底から、 「物」の文字が書かれ

た土器や動物の骨が見つかって

おり、なにか儀式が行われてい

たことが考えられます。



特別な建物の跡を発見か?
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口鶴(95)

口蒼海(9

ff宮鍋神社

元総社蒼海(99)の建物跡元総社蒼海(99)の建物跡の版築上野国府調査28トレンチの版築

元総社町に昔からある宮鍋神社の南側で、 2つの建物

の跡が見つかりました。この建物は2棟とも「版築J (は

んちく)で建物の基礎が造られていました。上野国府調査

28トレンチで見つかった建物は、基礎が四角い枠のよう

な形をしており、元総社蒼海遺跡群 (99)で見つかった

建物は四角い基礎のまわりをとりかこむように、四角い

枠のような形の基礎がまわっていたと考えられます。

版築で基礎をしっかりとつくる建物は、古代のお寺や

役所の建物に多く見られることから、何か特別な建物が

あったことがうかがえます。
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平成26年度の発掘調査成果
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「版築Jとは、土留板(どとめいた)の聞や、一度

掘った穴の中に少しずつ土を入れては突き固め、これを

何度も繰り返し、何枚もの硬く締まった薄い層を盛り上

げていく建築工法のひとつです。とても強固に仕上がる

ことから、コンクリートなどがない古代では、大きな建

物の基礎や基壇をつくるときに用いられました。


